
Keyword

KSU Treasure Hunterは、九州産業大学のキャンパス施設
を学ぶための教育用拡張現実（AR）学習ゲーム・スマートフォ
ンアプリです。海賊をテーマにした宝探しをプレイすることで、
学生のキャンパス情報サービス体験を一変させ、学生の知識
やキャンパスの利用状況を表示する利用データを提供します。
UnityとVuforiaのソフトウェアを使用し、学生が作成したポス
ター画像を用いて、キャンパス内の施設でアクセスする学習

ゲームとして情報を提示します。学生が制作したデジタルグラ
フィックや3Dモデルを使用することで、ゲーム性を高めています。
2019年8月にアプリのデジタルプロトタイプが完成し、2020年2
月に体験版のテストが開始されました。2020年4月には、iOSと
Androidのスマートフォン端末でアプリのベータテストが可能に
なりました。

拡張現実キャンパスガイドと
学習ゲームの開発

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

デザインベース研究 ●教育用アプリケーション開発ロードマップを策定しました。Point

関連する場所
で情報にアク
セスします。

●不便な情報表示？

情報の配信を
変革する。

学生がスマートフォンアプリで九州産業大
学のキャンパス施設についての情報を施
設で学ぶことできます。

海賊の宝探しをテーマにした学習ゲームを
通じて、九州産業大学キャンパス施設に
ついての情報を提供されることできます。

●知識やサービスの
活用不足？

ウィットキン・ニールテイラー・サミュエル

語学教育
研究センター

講師

ストーン・アダム

拡張現実技術、語学教育、学習ゲーム、アプリ開発、大学進学

Unity 3D ソフト
Vuforia ソフト

●位置情報技術を使わずに、指定された場所でアクセスされる体験を作成す
ることが可能。
●指定された場所でアクセスされるデジタル学習ゲームを作成することが可能。

Point

Keyword

これまでマーク・トウェインの作品群から、彼の倫理的、哲
学的、神学的思想は定義づけることが不可能だとされてきた。
しかしながら、本研究では、トウェインの作品群の根底には、
（抵抗姿勢）の要素が見受けられるとし、トウェインの人生哲
学は定義づけることが可能だとする見解を示す。「抵抗姿勢」

という観点から俯瞰すれば、彼の作品や思想は明快に論述す
ることができるということを提示し、先行研究では明示されて
いない、トウェインの思想を視覚化させることが本研究の目的
である。例として、トウェインの推進する教育が当時の学校教
育の方針に逆行(抵抗）することを示す。

アメリカ文学の教育利用

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

マーク・トウェインのハック・フィンとジャン＝ジャック・ルソーのエミールに関する研究
マーク・トウェインのユーモアについての研究

その他の研究テーマ

進歩主義教育
（自立学習）

●トウェインの教育方針を今の教育の参考にすることが可能です。
●自立学習は現代の教育に役立てることができます。

Point

●教育機関
教育の現状と展望。教育機関
の在り方

教育の質と向上●学校の現場（教育現場）

アメリカ文学、教育、アクティブ・ラーニング

語学教育研究センター
常勤講師

前屋敷 太郎

トウェインの推奨する 19世紀
の教育方法（進歩主義教育：ア
クティブラーニングのような教
育方針）が今見直されている。
19 世紀は詰込み型・暗記型の
教育が中心であったが、進歩主
義的教育は画期的な発想に基づ
いている。

トウェインの作品の
登場人物ハック・フィンの学び方
は今現代の「学び」に知見を
与えてくれている。

自立学習

自然の中で学ぶ

経験から直接学ぶ
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